
総額  18億7,862万円 総額  17億1,989万円

みなさんと事業主に
納めていただく
保険料
16億7,353万円

みなさんの
医療費や出産時の
給付金など
9億2,988万円

前年度決算からの
繰越金
1億3,940万円
その他
調整保険料、
国庫負担・補助金、
健康保険組合連合会から
の交付金、雑収入

6,569万円

事務にかかる経費
3,670万円

その他
全健保組合が負担する
健康保険組合連合会へ
の拠出金、連合会費、
雑支出など

2,552万円

健診などの
健康づくりに
使われる
保健事業費
8,925万円

6億3,854万円

高齢者医療制度を
支えるための納付金

決算残金7,564万円は、次年度への繰越金および準備金への追加積み立てといたしました。

　TSI ホールディングス健康保険組合の令和４年度決算がまとまりました。
　健保組合の主な収入源である保険料は、被保険者数の増加および給与・賞与の上昇により、前年度比2億629万円
増加しました。　
　一方、主な支出では、保険給付費は前年度比1億1,210万円の増加、納付金はコロナ禍で医療費が急減した分の
返還金が生じたことで前年度比3,153万円の減少となりました。
　令和4年度は保険料収入の増加により、実質的な収支状況を示す経常収支で300万円の黒字決算となりました。

　介護保険は40歳以上の全国民が加入し、地方自治体が運営しています。健保組合では
介護保険第２号被保険者の介護保険料の徴収事務を代行しています。

収入 支出
決算残金
1億5,873万 円 は、
次年度への繰越金
および別途積立金
に追加積み立てい
たしました。

健保の令和４年度

決算をお知らせします

科　　目 決算額
介護保険収入 1億2,853万円

繰越金 6,550万円

合　　計 1億9,402万円

科　　目 決算額
国に納付する介護納付金 1億1,838万円

合　　計 1億1,838万円

介護保険の収入支出決算 介護勘定

収入 支出
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従来 令和5年４月
～12月末

マイナ
保険証

初診 ６円
再診 なし

従来の
保険証

初診 12円 18円
再診 なし ６円

使っていますか？ マイナ保険証

従来のの保険証でのでの
受診はは割高割高に

　政府は、医療DXを推進する取組みを進めています。その基盤
として位置づけられているオンライン資格確認は、医療機関等
での受付時に保険証の利用登録したマイナンバーカード（以下、

「マイナ保険証」）をカードリーダーにかざすことで、患者が
加入する医療保険を確認します。この4月からは、原則、すべて
の保険医療機関でオンライン資格確認等システムの導入が義務
化されました。
　令和5年9月3日に、カードリーダーの運用を開始している
施設は、義務化対象施設の90.4％に上り、ほとんどの医療機関
でマイナ保険証が使えるようになっています。
　患者の医療情報がオンラインシステム上に集約されること
で、特定健診や薬剤の情報が本人の同意の上で、医療機関等が
確認できるようになり、検査や投薬の重複防止につながるなど、
医療の質や効率が高まることが期待されています。

原則すべての医療機関で原則すべての医療機関で
オンライン資格確認導入オンライン資格確認導入1 従来の保険証で受診すると従来の保険証で受診すると

自己負担６円引き上げ自己負担６円引き上げ2
　これまでもマイナ保険証を使用した場合の窓口負担は、割安
に設定されていましたが、令和5年4月～12月の間に従来の
保険証を使って医療機関を受診した場合、初診料・再診料と
も20円（3割負担で6円）引き上げられました。
　マイナ保険証による受診時の初診料は据え置かれ、
再診時の負担も生じません。

受診時の追加負担額

オンラインオンライン
資格確認資格確認とは？とは？

　事業所経由で健保組合に提出されたマイナンバーを含む資格情報は、政府のネットワークを
経由し「オンライン資格確認等システム」へ連携されています。連携された情報は、医療機関
で保険証登録されたマイナンバーカード、または保険証を提示された際に、医療機関のPCに表示
され、即時に健康保険の資格の有無を確認することで時間短縮、事務の軽減に繋がる仕組みと
なっています。
※医療機関側にマイナンバーは表示されません。

オンライン資格確認の円滑な運用のため

事業所経由事業所経由ででマイナンバーの提出マイナンバーの提出をを
お願いいたしますお願いいたします
　オンライン資格確認を導入している医療機関では、受付時にマイナンバーカードではなく保険証を提示
したときも、オンラインで即時に資格確認がされます。
　オンライン資格確認では、今までに使った薬の情報が共有でき、より適切な医療が受けられるようになったり、限度額適用認定証
がなくても、高額療養費制度における限度額を超える支払いが免除されるというようなメリットがあります。
　ただし、健保組合にマイナンバーが提出されていないと、オンライン資格確認ができす、受付に時間を要する等の不利益が生じる
可能性がございます。当健保組合では、資格取得時にマイナンバーの提出がされていない組合員について、定期的に事業所へ提出の
依頼をしています。

医療機関で保険証を提示したにもかかわらず「オンラインで資格確認ができません」「資格情報が確認できません」等といったことを言われた
場合、事業所経由で当健保組合にマイナンバーが提出されていないことが原因となっている可能性があります。提出状況について事業所に
ご確認いただきますようお願いいたします。[保険診療（3割負担）は保険証を持っていれば、対応可能です］

※自己負担3割の場合の窓口負担額です。
※マイナ保険証を扱っていない医療機関では、初診・再診ともに引き上げはありません。

＋６円

マイナ
保険証で
お得！

CLINIC

従来の
保険証
⇒割高

マイナ
保険証
⇒お得！
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